
 令和６年度かながわ学びづくり実践研究推進校 実践報告 

大井町立湘光中学校 

研究テーマ：「主体的に学習に取り組む生徒の育成に向けて」 

    ～聴いて、考えて、つなげる授業づくり～ 

１ 実践の目的 
本校は、教科と道徳を学びの両輪として

研究を行っている。その中心的な取組みと

して、「学びのステップ」「カンファレンス」

「学習プラン」「生徒と問いを創造する授業」

などがある。「学びのステップ」では、聴き

方、話し方を身に付けさせることで、基礎

的・基本的な知識及び技能を習得させると

ともに、生徒同士の話し合い活動を充実さ

せ、課題を解決するために必要な思考力・判

断力・表現力を育もうとしている。「カンフ

ァレンス」では、様々な学年の生徒と授業に

ついて話し合い、考えることで学びを深化

させ、主体的に学習に取り組む態度を養う

ことをねらいとしている。これらをとおし

て、「生徒が主役」の授業を創り上げ、生徒

一人ひとりの生きる力を育むことが目的で

ある。 

 

２ 実践の内容 
（１）研究組織 

 「学習の基盤となる資質・能力」を育成す

る授業を提案するために、各教科を３つの

グループに分類し、研究を進めた。 

〇グループA【言語能力】 

  国語 音楽 英語（外国語） 

〇グループB【情報活用能力】 

  数学 理科 技術・家庭 

〇グループC【問題発見・解決能力】 

  社会 美術 保健体育 

 各グループで教科横断的な視点に立って

チームでの検討会を実施した。 

（２）提案授業、カンファレンスの様子 

 提 案授業

は、各グルー

プで検討会を

行っている。

検討会では、

1 時間の授業

内容を構想す

るのではな

く、「単元全体

をとおして身

に付けさせた

い資質・能力

を育成するこ

とができるか」「育成するためのねらいやし

かけは適切か」などを検討し、グループ全員

が提案者という意識をもって取り組んでい

る。 

 提案授業には、各学年から数名ずつ生徒

が参観者として参加する。カンファレンス

には生徒と教師が一緒に協議を行うカンフ

ァレンス A と教師と生徒が分かれて行うカ

ンファレンスＢがある。「授業は、ねらいに

迫れていたか」や「授業のしかけはねらいを

達成するためのものになっていたか」など

を検討する。教師や生

徒が授業について本音

で話し合い、今後の授

業をどう改善していく

かを検討している。カ

ンファレンスでまとめ

たものは、全生徒なら

びに全教職員が見られ



るように掲示している。 

（３）校内研修会の様子 

 今年度は、主体的に学習に取り組む生徒

を育成するためにどのような取組みが必要

なのかについての研修を、授業改善アドバ

イザー三浦修一先生のもと行った。授業に

対する教師の意識改革や、最新の教育につ

いての情報を知ることで、授業づくりのヒ

ントを得ることができた。また、「学びのス

テップ」に考え方を付け加えた新たなもの

をつくるための検討も行った。 

研修会では、全員がタブレット端末を使

用して資料を見たり、話し合いを進めたり

した。研修会でタブレット端末を使うこと

で授業でも活用しようとする教師が増えた

ことも成果である。 

（４）道徳の実践 

 本校はローテーション道徳を行っている。

学年の教師が各クラスを持ち回りで授業を

行うことで、多様で魅力のある授業を行う

ことができている。また、学級担任が自分の

クラスの授業を参観して、生徒理解をより

深めることもできた。 

 授業の進め方としては、「生徒とともに問

いを創造する授業」を目指している。これは

授業者の主導性の高い授業から生徒中心の

授業への転換を図るため、生徒の問いや議

論を大切にするというものである。こうし

た授業を重ねることにより、互いの自由を

尊重し認め合うという、学級における人間

関係の構築につながっていくと考えられる。 

 

３ 実践の成果と課題 
（１）教師や生徒の変容 

教師側は、カンファレンスの司会や道徳

の授業実践をとおしてファシリテーターと

しての意識をもつことができた。これまで

の授業者中心の授業から、生徒主体の授業

への転換が図られている。 

 生徒側は、６月と12月に実施した教科・

道徳に関するアンケートから、６月時点で

は少なかった、「友だちの意見や考えを聞く

こと」や「自分の意見や考えをみんなに話す

こと」が授業で大切だと考える生徒の割合

が増加した。「学びのステップ」の取組みが、

道徳や各教科での生徒主体の授業への取組

みに結び付いているのだと考える。 

 

４ 今後の展開 
（１）学びのステップの発展 

 現在、「聴き方」「話し方」の２つを柱にス

テップ１から３までのレベルを設定し、学

習や学校生活すべてをとおして自分がどの

レベルにいるかを確かめている。今後、「考

え方」を加えた３つの柱で研究を進めてい

きたいと考えている。教師だけではなく、生

徒とともに検討し、本校の学びをさらにバ

ージョンアップさせていきたい。 

（２）残された課題への対応 

主体的に学ぶために必要なことは見通し

をもって学習に取り組み、自分の学習を振

り返りながら学習を調整する力である。そ

のためには、単元の最初に何ができるよう

になればよいのかというゴールを生徒が理

解していなくてはならない。単元全体をと

おしてゴールにたどり着くためにこの時間

にできなくてはいけないことは何なのか、

どのような方法で学んでいけばよいのかを

構想し、

生徒が理

解できる

ものを示

すように

したい。 


